
URAの役割が確立し求められる質が明確になる

質の高いURAの量が確保され研究の場に普及する

大学において、質の
高いURAが十分に

確保される

URAが大学の中で認知され活躍の場が拡大する

大学群がURAの
互助、情報支援
ネットワークを確立

させる

大学の
研究力が
向上する

大学の
経営力が
向上する

環境

URA以外も
含めた諸施策
により、

研究力向上と
経営力向上の
好循環確立

大学がURAの
育成システムを
確立する

大学が、求めるURA
に適したキャリアパス
・処遇を用意する

大学が戦略・計画を
実施する上でのURA
の必要性・役割を
明確にする

大学がURAに求める
資質・スキルや人数
を明確にする

大学がURAの
採用システムを
確立する

環境

環境

大学が適性の
高い人材をURAと
して確保する

URAに就いた人材
が、OJTを通じて
業務経験を積む

大学がIRを実施し、
自身の強み・弱みや
課題を把握にする

環境

大学が現状の改善や
課題解決に向けた
戦略・計画を策定する

環境

環境

環境

質・量

URAが成果・実績を
あげ、大学内において、

認知が高まる

環境

経営層が、URAを
専門的な業務へ
投入し、経営への
関与を深める

環境

研究者が、URAとの
連携を深める

環境

事務組織が、URA
との協働・交流を

広げる

環境

URAが大学経営
全体に関与・貢献し、
「UA」としての地位を

確立する

環境

研究成果の創出・
活用が活発になる

環境

事務組織の能力が
高まり、業務の質・
効率性が向上する

質・量

質・量

環境

環境

①大学経営層におけるURAの位置づけ・コンセンサス

②URAの処遇・キャリアパスと人材の確保・育成

③URAの実績評価と
学内での認知

④これからのURAの維持・発展

大学が外部環境分析
をし、国の施策、社会
課題を把握する

環境

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3- 1 URAや URAシステムの「あるべき姿」へ至るプロセスの整理（ロジックモデル） 

平成 27年度産学官連携支援事業委託事業「リサーチ・アドミニストレーター業務の

自立的運営に向けた調査・分析」（受託者：(株)三菱総合研究所）報告書 P28 
リサーチ・アドミニストレーター活動の 
強 化 に 関 す る 検 討 会 ( 第 １ １ 回 ) 
令和 2 年 10 月 1 日(木)開催【参考資料３】 


